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News Release 

 
㈱ACK グループの事業会社である大成基礎設計㈱（東京都文京区、03・5832・7193）はこ

のほど、環境省告示 18 号、19 号分析（公定法）と同等の精度を確保した蛍光Ｘ線分析装置に
よる「土壌中における重金属等多元素成分同時分析方法」（特願２００９－１２４５６４）を確

立しました。この分析手法の特徴は以下の通りです。  
 
①土壌汚染対策法に基づく第２種特定有害物質について現地で多元素（鉛、カドミウム、砒素）

同時に公定法と同等レベルでの分析が可能。  
②公定法に基づき前処理した溶液中の重金属を不溶化し、生成した不溶化懸濁物をろ紙上に濃

縮捕集したものを蛍光Ｘ線分装置で測定。  
③使用する蛍光Ｘ線分析装置は、㈱Ｘ線技術研究所の ED-05s 高感度蛍光Ｘ線検査装置で約 15
㌔グラムと比較的軽量。１００ボルト電源を使用。  

 
同内容については、18 日に名古屋市の名古屋国際会議場で開幕する第 15 回地下水・土壌汚

染とその防止対策に関する研究集会でも発表されます。  
㈱ACK グループでは、事業会社の技術開発を支援していますが、当技術開発にも技術開発費

を投入しています。今後、弊社グループの㈱オリエンタルコンサルタンツをはじめとするグル

ープ各社のシナジー効果を高めた営業展開を進めていく予定です。  
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～大成基礎設計㈱ 蛍光Ｘ線分析装置により土壌重金属の溶出・含有量の迅速分析法を確立～  

ア  ッ  ク  


